
 ３環境衛生 

 １公害苦情処理の状況 

現状 

 公害の苦情は、大気汚染と悪臭が大半を占めており、その原因は野外焼却

によるものが多い。別子山村は、公害苦情はない。 

課題 

 苦情内容により、迅速な対応が必要である。また、苦情内容に対する指導

方針についても統一し、広域化することでの地域による指導内容に差が生じ

ないようにする必要がある。 

 別子山村は、各自治会単位の小型焼却炉により処理されている。法律改正

により、野焼きや小型焼却炉が使用できないことから、広報等で十分に村民

にＰＲする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ２環境衛生 

現状 

 認可区域内においては、公共下水道方式となるため、新居浜市の認可区域

外と別子山村全体が対象区域となる。 

課題 

 合併処理浄化槽の設置率が低い別子山村に対し、補助制度枠の拡大が強く望

まれる。 

 

 ３ごみ処理の状況 



 

現状 

 ごみ処理は、環境問題、最終処分場の確保などごみ問題を取り巻く環境は

極めて厳しい状況にある。 

 ごみ量は増加傾向にあり、ごみの発生抑制、循環的な利用、適正処理が不

可欠である。 

課題 

 ごみの分別方法や有料化などに差があり、調整が必要である。 

 ごみの収集業務は、別子山村から出る総排出量は、新居浜市の１％にも満



たない量のため、収集車１台で全域をカバーできると思われる。 

 ただし、幅員の狭い道路や道路が凍結する冬期のごみ処理が課題となる。 

 

 ４ごみ処理施設の状況 

 

 

 

 

現状 

 新居浜市は単独処理、別子山村は、可燃物は焼却処理を、不燃物は業者委

託で対応している。 

課題 

 別子山村には、一般廃棄物焼却施設、リサイクルプラザ、一般廃棄物処理

場がないため、全て新居浜市の施設での対応となる。 

ごみの収集業務は、別子山村から出る総排出量は、新居浜市の１％にも満た

ない量のため、収集車１台で全域をカバーできると思われる。 

 ただし、幅員の狭い道路や道路が凍結する冬期のごみ処理が課題となるの



で、このまま業者委託とする場合との比較が必要となる。 

 

 ５し尿処理の状況 

現状 

 新居浜市は単独処理、別子山村は業者委託または、自家処理である。 

課題 

 公共下水道、合併浄化槽の普及に伴い、処理人口は減少している。 

 し尿処理は、別子山村から出る総排出量は、新居浜市の１％にも満たない

量のため、収集車１台の定期収集で全域をカバーできると思われる。 

 ただし、道路幅員が狭いことや、道路が凍結した場合の通行面での問題、

及び業者委託する場合に市業者と村業者との比較が必要となる。 

 また、料金体系の格差を修正する必要がある。 

 

 ６し尿処理施設の状況 

 

 

 

 

現状 

 新居浜市は単独処理、別子山村は業者委託または、自家処理である。 

課題 

 し尿処理は、別子山村から出る総排出量は、新居浜市の１％にも満たない



量のため、収集車１台の定期収集で全域をカバーできると思われる。 

 ただし、路面凍結などで、搬入計画に誤差が生じる可能性がある。 

 

 ７墓地、火葬場 

 

 

 

現状 

 新居浜市、別子山村ともに自前の墓地、火葬場がある。 

課題 

 互いに自前で利用しているため、合併をしても特に支障があるとは思えな

い。 

 葬儀や管理面からみても、現状のまま継続するのが望ましい。 

 
  


